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図－1 「子供の頃」と「最近」との間で相関のある項目の割合

図－3 「最近」と「将来」との間で相関のある項目の割合
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図－2 「子供の頃」と「将来」との間で
相関のある項目の割合
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１１１１１.....はじめにはじめにはじめにはじめにはじめに　住民の意見や行動に柔軟に対応する河川計画
を実施するためには、河川に対する住民の意識の変遷とその原
因を知る必要がある。筆者らは1988年から7年毎に、時を隔て
て同一書式の調査を繰り返す縦断調査を用いて、福岡市を流れ
る都市河川那珂川の沿川住民を対象とした河川に対する意識と
行動の変遷を検討している1)～4)。本報では住民の行動の変遷

について分析した結果を報告する。

２．２．２．２．２．調査と分析の概要調査と分析の概要調査と分析の概要調査と分析の概要調査と分析の概要　調査の対象地域は福岡市の中心部
を貫流する都市河川那珂川の河口から上流約13ｋｍの現人橋
までとし、両岸約1ｋｍを目安に幹線道路や鉄道、行政区をも
とに設定した。さらにその地域を人口がほぼ均等になるように
15のゾーンに分け、その中でランダムに選んだ住民に調査票を
配布した。調査結果の精度は1988年が2.3％，1995年は2.1％，
2002年が2.2％である。表－1に調査項目の概要を示す。住民
の行動の変遷を検討するために、まず、年毎の子供の頃、最近、
および将来の利用目的項目に対する応答の相関を調べる。ま
た、自宅から川までの距離と利用頻度との関係の変遷、距離と
河川利用目的との関係の変遷を分析する。なお今回、住民の自
宅までの距離と行動の関係の分析は、全15ゾーンのうちそれ
ぞれのゾーンの有効回答数に占める自宅までの距離がわかって
いる調査票の割合が3回の調査とも90％以上になっている7つ
のゾーンについて行う。

３３３３３.....住民活動の変遷住民活動の変遷住民活動の変遷住民活動の変遷住民活動の変遷　＜利用目的＞の項目は16項目の複数
回答形式である。このうち「水泳・水遊び」「釣り」「水生生物
採集」「昆虫採集」「植物採集」「船・筏遊び」の6項目を「親
水活動」、それ以外の10項目を「非親水的活動」と分類する。
つぎに子供の頃、最近、および将来の3時点相互の年毎の応答
の相関が高いものの割合をそれぞれの「親水活動」と「非親水
的活動」の組み合わせにおいてもとめ比較する（図－1～3）。
　図－1は子供の頃と最近の目的の関係を表すものである。子
供の頃の「非親水的活動」と最近の「親水活動」ならびに「非
親水的活動」の関係が、年毎に多くなることがわかる。図－2
は子供の頃と将来の目的との関係を表している。子供の頃の
「親水活動」と将来の「親水活動」において、3時点いずれの調
査でも、相関のある項目が多く、さらに年毎に増えていること
がわかる。図－ 3 は最近と将来の目的の関係を表すものであ
る。最近の｢親水活動｣と将来の｢非親水的活動｣、最近の「非親
水的活動」と将来の「親水活動」および最近の｢非親水的活動｣

A　属性　（年齢・居住年数・性別・職業）
B　利用目的　（小学生時代・現在及び将来（の期待））
C　イメージ　（小学生時代及び現在）
D　利用頻度　（小学生時代及び現在）
E　水害体験の有無
F　個別的評価　（大濠公園との好感度比較・
　　　　　　　愛着度・景観恩恵・資源恩恵）
G　河川に対する活動（町内会の役員・清掃活動　　　
　　　　　への参加・仕事での河川利用）
H　その他（最近見た魚・｢ふるさとの川モデル　　　　
　河川｣への指定・前回調査への参加）

表－1　調査項目の概要

土木学会第59回年次学術講演会（平成16年9月）

-697-

4-350



と将来の「非親水的活動」の関係が年毎に強くなることがわ

かる。

４４４４４.....行動と居住地までの距離の関係の変遷行動と居住地までの距離の関係の変遷行動と居住地までの距離の関係の変遷行動と居住地までの距離の関係の変遷行動と居住地までの距離の関係の変遷　住民の行
動と自宅までの距離との関係の変遷を明らかにするために、
距離を「250ｍ未満」「250ｍ以上500ｍ未満」「500ｍ以上750
ｍ未満」「750ｍ以上1000ｍ以下」の4つのグループに分類
し、河川利用頻度と河川利用目的について検討する。
　まず、河川に近い「250ｍ以下」では夏に川を訪れた頻度
が低い住民の割合が年を追うごとに多くなるが(図－4)、し
かし河川から遠い「750ｍ以上1000ｍ以下」では利用頻度が
高い住民の割合が年を追って多くなる（図－5）。つぎに、河
川利用目的と距離との関係を調べると、「ランニング」「バー
ドウォッチング」「散歩」の３つの項目において、年を追う
ごとに川から遠い住民による利用が増加することがわかる

（図－6～8）。

５５５５５..... まとめと考察まとめと考察まとめと考察まとめと考察まとめと考察　これらの分析の結果をまとめると以
下のようになる。
1)子供の頃に｢非親水的活動｣を行った人の、最近の河川利用
　目的は年毎に多様化してきている。
2)子供の頃に｢親水活動｣を行った人は将来も｢親水活動｣を行
　う割合が高い。
3)最近、「親水活動｣｢非親水的活動｣にかかわらず河川を利用
　した人は、将来もさまざまな目的で河川を利用するように
　なってきている。
4)自宅が川から近い人の河川利用頻度は低くなる。しかし、
　川から遠い人の河川利用頻度は高くなる。
5)川から遠くに住んでいる人で、｢非親水的活動｣の｢バード　
　ウォッチング｣｢ランニング｣｢散歩｣を行う人の割合が高く
　なってきている。
したがって、
①子供の頃に｢親水活動｣｢非親水的活動｣に関係なく河川を利
　用した人は、最近および将来に向けて、身近な河川を多様
　な目的で利用するようになりつつある。
②遠くから河川に「非親水的活動｣の目的で訪れる人々が多
　くなりつつある。
　今後の課題は今回明らかになった住民の行動の変遷と河川

の空間と環境の変遷との関係を明らかにすることである。

図－4　夏の250ｍ以下の利用頻度
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図－5　夏の750ｍ以上1000ｍ以下の利用頻度
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図－8　距離ごとの散歩の割合
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図－7　距離ごとのランニングの割合
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図－6　距離ごとのバードウォッチングの割合
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